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１．上江洲 徹 也・・・・・   1 ㌻ ６月 13 日 

２．濱 崎 早 人・・・・・   1   〃 

３．又 吉 正 信・・・・・   1   〃 

４．比 嘉 克 政・・・・・   1   〃 

５．仲 里 邦 彦・・・・・   2   〃 

６．仲 間   烈・・・・・   2  ６月 14 日 

７．伊 礼 研 一・・・・・   2   〃 

８．下 地 秀 男・・・・・   3   〃 

９．當 間 清 春・・・・・   4   〃 

10．亀 川 雅 裕・・・・・   4   〃 

11．金 城 大 輔・・・・・   4  ６月 17 日 

12．比 嘉 武 宏・・・・・   5   〃 

13．護得久 朝 文・・・・・   5   〃 

14．松 下 美智子・・・・・   5   〃 

15．當 間 左知子・・・・・   6   〃 

16．西 銘   健・・・・・   6  ６月 18 日 

17．古波蔵 保 尚・・・・・   8   〃 

18．伊 礼 悠 記・・・・・   8   〃 

19．銘 苅 良 二・・・・・   9   〃 

20．稲 嶺 伸 作・・・・・  10   〃 

21．田 畑 翔 吾・・・・・  11  ６月 19 日 

22．新 垣 有 太・・・・・  13   〃 

23．大 城   翼・・・・・  14   〃 

24．真栄城 玄 誠・・・・・  14   〃 

25. 又 吉 謙 一・・・・・  14   〃 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

１ 上江洲 徹 也   

１ 電子入札システムの取り組みについて 

２ 障がい福祉サービスの内容や窓口をホームページでわかりやすく

案内することについて 

３ 難聴支援、デシベルダウン運動の取り組みについて 

４ スマートフォンアプリ「まちもん」で地域の課題を市民と協働で

解決する取り組みについて 

５ 「歩き」を生かしたまちづくりの取り組みについて 

 (1) 「歩く」団体のネットワークづくりの取り組みについて 

 (2) 「市民が歩いてしまう、歩き続けてしまう」健康なまちづくり

の取り組みについて 

 (3) 歩く人を歓迎するまちづくりで、地域振興・観光振興に生かす

取り組みについて 

６ 浦添市産業振興ビジョンの進捗状況について 

(1) 既存商業等の活性化について 

７ 浦添市第五次総合計画策定について 

(1) 2011年５月２日、地方自治法が改正されて第２条第４項が削除

され、地方自治体の基本構想の策定義務がなくなりました。条

例を根拠に策定すると考えるが、条例制定の今後の方法と予定

を伺う。 

(2) 第四次総合計画同様、市民と一緒に策定すると考えるが、方法

とスケジュールを伺う。 

(3) 第五次総合計画策定過程で、ＳＤＧｓの本格的な位置づけの方

法とスケジュールを伺う。 

２ 濱 崎 早 人  

１ 消防行政について 

 (1) 牧港出張所の耐震調査の結果と出動体制について 

 (2) 消防本部での全体訓練について 

 (3) 通信機器の更新について 

２ 福祉行政について 

(1) 地域包括支援センターについて 

 (2) 介護予防事業について 

３ （仮称）発達障がい児関連複合施設の進捗状況について 

３ 又 吉 正 信  

１ デジタルサイネージ(電子看板)について 

 (1) 市役所前広場への設置について 

 (2) 国道330号沿いのカルチャーパークに設置して市民サービス向

上を図ることについて伺います。 

４ 比 嘉 克 政  

１ 沖縄都市モノレール開通及び県道153号線からのグリーンハイツ

入口の新たな交差点の開通について伺います。 

 (1) グリーンハイツ内への自動車の進入増加に伴う安全対策につい

ての考えを伺います。 

 (2) 新交差点への信号機設置について伺います。 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

２ 浦添市てだこ市民大学、開校10周年の節目となり多くの実績を積

み上げたと思います。11年目となる令和元年、新時代へ向け、今後

の運営方針について伺います。 

３ 児童、生徒の登下校時の不審者対策について伺います。 

５ 仲 里 邦 彦  

１ 基地内道路（７－Ａ管理道路）の拡張について 

２ 防災対策について 

(1) 自主防災組織の結成についての現状と課題 

(2) 災害時における避難所への市民周知 

①避難マニュアル作成 

②避難行動要支援者への対応 

 (3) 指定避難所である学校施設の耐震化の状況 

 (4) 避難所の設置目的について 

①指定避難所 

②小規模災害時の避難所 

③福祉避難所 

 (5) 災害用食料品の備蓄と賞味期限の更新についての現状と今後の

課題 

 (6) 市が避難訓練で想定する災害規模と被害の見込み 

３ ポケットパークへ散水栓を設置することについて 

６ 仲 間   烈  

１ 浦添南第一地区土地区画整理事業について 

 (1) 進捗状況と今後の整備計画について 

 (2) ユブシが丘トンネル、沢岻石嶺線の進捗状況について 

 (3) 前田公園内にパークゴルフ場を設置することについて 

 (4) 国際センター線のグリーンハイツ入口と接続する横断歩道の設

置について 

２ 認可保育園の待機児童数と対策について 

３ 認定こども園の今後の計画について 

４ 学童クラブについて 

 (1) 今後の市の取り組みについて 

５ 学校ボランティアについて 

 (1) ボランティアの登録人数について 

 (2) ボランティアの方の役割について 

 (3) 周知の方法について 

６ 電子母子手帳アプリの導入について 

７ 伊 礼 研 一   

１ 10月から実施される幼児教育・保育無償化について 

２ 保育教育行政について 

 (1) 保育所で働く保育士の身分について 

①30人近くの職員を統括する所長（園長）を係長クラスではなく

課長クラスとし、主任保育士を係長クラスとすることについて 

②認可保育園では、親族以外が園長または主任などのポストに就

く機会が与えられるよう指導監督すること 

 (2) 公立保育士の年齢構成について 

 (3) 非正規で働く幼稚園教諭、保育士の処遇について 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

３ 去る２月９日に放映されたテレビ番組「世界ふしぎ発見」のクイ

ズにおいて、浦添市の指定文化財である、仲間樋川（ナカマヒージ

ャー）で撮影した「薩摩藩の役人が湧水で行った事は何か。」とい

う問いに対し、正解が「流しそうめんをしていた。」であった。ま

た、映像では「特別な許可をいただいた。」とある。 

 (1) 流しそうめんをしていた事実はないはずだが、見解を伺う。 

 (2) 特別な許可はどのような判断だったのか伺う。 

 (3) 映像を見た全国の多くの方々に誤解を招いた責任を問う。 

 (4) 市民の財産である文化財をどのように次世代に継承していくの

か伺う。 

４ 北谷浄水場から給水される水道水に、高濃度の有害物質が検出さ

れている。浦添市への影響について 

 (1) ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ、ＰＦＨｘＳ（ピーエフ・ヘクス・エス）

の値とその水を利用している地域と世帯について 

 (2) 米軍、防衛省に対しての対応について 

５ スプリンクラー等、ほとんど利用のない水道管に設置される水道

メーターの契約について 

６ 浦添市スポーツ協会における沖縄県体育協会加盟団体負担金の予

算措置について 

８ 下 地 秀 男  

１ ＳＤＧｓ・エスディージーズ（持続可能な開発目標）について 

 (1) ＳＤＧｓの理念の啓蒙のための市の取り組みについて 

 (2) 食品ロス削減法が成立をして市としての取り組みについて 

２ 2020年東京オリンピックへ向けて市民への意識啓蒙の取り組みに

ついて 

３ 浦添西海岸周辺の交通渋滞について 

 (1) キャンプ・キンザー内道路の共同使用について 

 (2) キャンプ・キンザー第５ゲート付近の返還地の活用について 

 (3) なうら橋付近の渋滞について 

４ 幼児教育・保育の無償化について 

５ ＴＮＲ＋Ｍ（地域猫活動）について 

６ 道路行政について 

 (1) 神森中学校線と神森線の交差点に点滅の信号を設置して国道

330号からの開通を早めることについて 

 (2) 内間９号線の進捗状況について 

 (3) グリーンハイツ線の開通に伴う安全性の確保について 

 (4) 内間５丁目と勢理客１丁目の境界の里道整備について 

７ 公園管理について 

 (1) 浦添市空き缶・吸い殻等のポイ捨て防止による環境美化促進条

例について 

 (2) 組踊公園内にオートバイの乗り入れがあることについて 

 (3) 公民が連携して公共サービスの提供を行うＰＰＰ（パブリッ

ク・プライベート・パートナーシップ）の導入について 



4 

通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

９ 當 間 清 春  

１ 教育行政 

 (1) 本市の小中学校に防犯カメラを設置することについて 

 (2) 沢岻及び宮城幼稚園の給食実施について 

 (3) 沢岻及び宮城幼稚園認定こども園の移行について 

 (4) 沢岻小学校内の公的学童クラブの進捗について 

２ 保育行政 

 (1) 幼児教育・保育の無償化について 

３ 道路行政 

 (1) 内間経塚線内間２－２－12付近旧道の放置車両について 

 (2) 内間経塚線沢岻１－27－９から１－40－３の間の滑りどめ舗装

について 

 (3) 内間経塚線沢岻２－１－４付近大型車両通過後の周辺の住宅揺

れについて 

 (4) 沢岻１－21－19から１－11－５の間にガードレールを設置する

ことについて 

 (5) 県道153号線経塚ゆい薬局向かい横断歩道付近にガードレール

を設置することについて 

４ 西原１－21－13の民地内を流れる道路排水について 

５ てだこ浦西駅周辺の区画整理事業の進捗について 

10 亀 川 雅 裕   

１ 当山小学校分離新設校の進捗状況について 

２ （仮称）浦添産業まつりの進捗状況について 

３ 沖縄都市モノレール（ゆいレール）の３両編成化に対する浦添市

の対応について 

11 金 城 大 輔  

１ 市内における産業廃棄物プラスチックごみ処理の現状と今後の取

り組みについて 

２ 里浜条例に基づく、里浜の状態及び利用状況の調査について 

３ 県と連携した西海岸のサンゴ保全の取り組みについて 

４ シリンカーからカーミージーまでの「遊歩道」の整備について 

５ 観光防災について 

(1) 浦添市での災害に備えた避難棟・展望タワーの設置の要望につ

いて 

(2) 市役所及び観光拠点における無料Ｗｉ－Ｆｉの整備について 

６ 港川１号線及び市道牧港港川線の未買収道路用地取得事業の進捗

について 

７ 港川幼稚園の教諭の配置状況について 

８ 市内における自転車事故の状況と対策について 

９ 網膜色素変性症の方が使用する特殊な眼鏡の日常生活用具への指

定について 

10 厚生労働省の発行する「小児のアレルギー疾患保健指導の手引

き」の活用について 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

12 比 嘉 武 宏  

１ 市内小中学校における不登校問題について 

２ 浦添市子ども、子育て支援事業について 

３ 港川崎原区域へのバス路線について 

４ 港川崎原沿岸にある避難高台に、周辺の浜や海岸沿いから登り降

りできる階段を西側及び東側に設けることについて 

５ 観光行政について 

 (1) 沖縄の泡盛、琉球料理及び芸能が日本遺産に登録されたようだ

が、本市の観光における取り組みを伺う。 

13 護得久 朝 文  

１ 学園通り、港川小学校と港川中学校の間にある車道の中央ポール

とガードレールについて 

２ 神森小学校のプール改築の進捗状況 

３ 沢岻小学校の通学路の安全対策について 

４ ありあけ保育園周辺の歩道の安全対策について 

５ 浦添市内の空家に対する取り組みについて 

６ サンエー浦添西海岸ＰＡＲＣＯ ＣＩＴＹの開業に伴う交通対策

について 

７ 沖縄都市モノレール浦添市内の各駅の周辺整備について 

８ スマートフォンを利用して地域の課題を共有・解決する仕組みに

ついて 

14 松 下 美智子  

１ 液体ミルクを災害備蓄品として導入することについて 

 (1) 本市に本社のある沖縄明治乳業（株）の明治ほほえみ らくら

くミルクを導入することについて市の見解をお伺いします。 

２ 国連が定めたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）17個の内の「ジェ

ンダー平等を実現しよう」の目標について本市の取り組みをお伺い

します。 

３ 幼児教育無償化の取り組みについて 

 (1) 本市の認可外保育施設に通う子供達への対応についてお伺いし

ます。 

４ ゼロ歳児の赤ちゃんから絵本の読み語りを始める事業の取り組み

についてお伺いします。 

５ 自転車の安全走行のための取り組みについてお伺いします。 

 (1) 現在の取り組みについて 

 (2) 自転車安全走行の実態調査（取り締まり）の実施について 

 (3) 将来の自転車道の取り組みについて 

６ 福祉のまちづくり条例制定の進捗状況についてお伺いします。 

７ 仲西小学校への通学路である小湾川沿いの歩道のない道路の子供

達への安全対策についてお伺いします。 

８ 小・中学校の特別支援教育ヘルパーのあり方についてお伺いしま

す。 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

15 當 間 左知子  

１ 教育行政についてお伺いします。 

(1) 昨今の事件・事故を受けて、浦添市が考える通学路の安全対策

について 

(2) 幼稚園の職員配置について 

２ 保育行政についてお伺いします。 

(1) 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の定員数と６月１

日の受け入れ児童数について 

(2) 小規模保育事業の課題と対策について 

(3) 認定こども園の課題と対策について 

(4) 企業主導型保育所の監査について 

(5) サンエー浦添西海岸ＰＡＲＣＯ ＣＩＴＹに予定している子育

て支援センターの進捗状況について 

(6) 保育所主食費について 

３ 幼児教育・保育無償化についてお伺いします。 

(1) 浦添市の保育料について 

４ 第４次てだこ親子プランについてお伺いします。 

16 西 銘   健  

１ 米軍基地から発生し、発がん性が指摘されているＰＦＯＳなどの

有害物質によって、浦添市の西側、給水人口約６割の水道水が汚染

されています。命や健康にかかわる水道水が何十年にもわたり汚染

されてきたことは到底許されるものではなく、政府と米軍の責任は

重大です。一刻も早く汚染されていない水道水を市民に供給するこ

とが求められています。 

(1) 米軍基地への立ち入り調査と原因物質の使用履歴を公開させる

こと 

(2) 有害物質の市民の血中濃度はどうなっているか調査すること 

(3) 取水源や給水ルートを変更するなど早急に対策を講じること 

(4) 米軍基地の撤去や運用停止など抜本的な対策を講じること 

２ どの子も安心して学べるように就学援助制度を拡充することにつ

いて 

(1) 入学準備金の前倒し支給状況について 

(2) 支給額を増額すること 

(3) 支給費目を拡大すること 

(4) 認定基準を拡大すること 

(5) 幼稚園にも同様の制度を創設すること 

３ 安倍政権がトランプ米大統領のいいなりに、１機116億円のＦ35

戦闘機を100機以上爆買いしようとしています。Ｆ35戦闘機１機分

の116億円で保育所を整備したなら約4,000人分の保育所を整備する

ことができます。今、必要なのは戦闘機を買うことではなく、保育

所を整備することです。希望するどの子も保育所に入所できるよう

に保育所を増設し、保育士の処遇を抜本的に改善することについて 

(1) 今年度の入所待ち児童及び待機児童数 

(2) 市民ニーズ調査及び今後の計画について 

(3) 保育士支援を拡充すること 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

(4) 小規模保育園の連携施設を確保すること 

４ 学童クラブ支援を拡充することについて 

(1) 待機児童数 

(2) 支援員の処遇を改善すること 

(3) 待機児童を解消し、適正規模にするために早急に学校敷地など

へ学童クラブを建設すること 

(4) ひとり親世帯の保育料補助を拡充し、低所得世帯の保育料補助

を創設すること 

(5) 「役員が児童の保護者により組織された団体」でない学童クラ

ブについて伺う。 

５ 幼児教育・保育の無償化について 

(1) 保育園の給食費をこれまでどおり無償とし、幼稚園、認定こど

も園、認可外保育園についても無償化すること 

(2) 認可外保育園の保育料を補助するのと同時に、質の向上を支援

すること 

６ 市民から「土地はあるが家を建てることができなくて困ってい

る。土地区画整理事業を早く進めてほしい」との切実な声がありま

す。 

(1) 南第二土地区画整理事業の計画と進捗状況 

(2) 早期に土地利用ができるようにすること 

７ 発達障がい児支援を拡充することについて 

(1) ペアレントトレーニングを実施すること 

(2) ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）を実施すること 

８ 人格形成の基礎を培う上で重要な幼児教育を拡充することについ

て 

(1) 本務職員の採用試験を実施すること 

(2) 非正規職員の処遇を抜本的に改善すること 

(3) 特別支援の必要な子が午後の預かり保育を利用できるように、

特別支援教諭を配置すること 

９ 神森小学校のプールを早急に建てかえることについて 

10 市民福祉の向上のために、職員を正規で採用することについて 

(1) 2019年度に向けて非正規職員を募集しても応募がなかった人数

を伺う。 

(2) 各部署からの増員要望数 

(3) 必要な職員を正規採用すること 

11 市幹部職員の暴行疑惑について 

(1) 経緯と市の対応について 

(2) 市長の責任について 

12 自然破壊で税金の無駄遣いの西海岸の埋め立てと軍港建設をやめ

て、キャンプ・キンザーを返還させて経済発展する平和な浦添市を

実現することについて 

13 陽明高校正門からの道路と、神森中学校正門からの道路が交わる

交差点が危険です。わかりやすい道路標示を行い、交通事故を防止

することについて 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

17 古波蔵 保 尚  

１ 大城新副市長の副市長としての姿勢と浦添市の発展に対する決意

を伺う。 

２ 市長の政治姿勢について 

 (1) 選挙公約に対する市長の考えを伺う。 

 (2) 公約を破り退職金を受け取る考えかを伺う。 

 (3) 野口前副市長が退職金を受け取らなかったことについて市長の

見解を伺う。 

 (4) 市長専用車について伺う。 

 (5) 市長は、西海岸開発を本気で推進する考えであるかを伺う。 

 (6) サンエー浦添西海岸ＰＡＲＣＯ ＣＩＴＹ開店に伴う交通渋滞

対策について伺う。 

 (7) 浦添市上空を飛行する危険なオスプレイ及び米軍機の危険性に

ついての見解を伺う。 

 (8) 市民が市管理職員からの被害を訴えていることについての見解

と対策を伺う。 

３ 福祉・教育行政ついて 

 (1) 保育施設の安全性について伺う。 

 (2) 民生委員の役割と必要性について伺う。 

 (3) 授業参観が市行事と重なっている状況があるかを伺う。 

 (4) フッ素塗布の課題と懸念について伺う。 

18 伊 礼 悠 記  

１ 今年４月から浦添幼稚園が認定こども園へ移行したことに対し、

保護者から「十分な説明がなかった。」「保育料が３倍になってい

る。」「仲西こども園と同じように保育料を据え置いてほしい。」

「給食費が上がったのに加工乳になった。」「教育と保育の質は向

上しているのか。」など不安や怒りの声があがっています。また保

育料について誤った資料が配布され、保護者にさらなる混乱が生じ

ています。市民不在で拙速にこども園への移行が進められた結果生

じた事態に対し、浦添市が保護者の声に応えるのは当然の責務で

す。今後の対応について 

２ 水道水や浄水場、水源等がＰＦＯＳ等の有機フッ素化合物によっ

て汚染されている問題に対し、北谷浄水場から給水されている市内

の水道水の安全性を懸念する声が高まっています。発がん性や胎

児・乳児の発育障害の恐れが指摘されている有害物質を含む水道水

が供給され続けていることを看過することはできません。早急に安

全な水を供給する対策を行うと同時に、情報の開示や詳細な調査の

実施、抜本的な解決策に取り組むなど市民の健康と命を守ることに

ついて 

３ 当山小学校の分離新設を早期に実現することについて 

４ 多様性が認められ、誰もが尊厳を持って自分らしく生きられる社

会を実現することについて 

(1) 混合名簿の導入と活用状況について 

(2) 制服の選択制を実現すること 

(3) パートナーシップ制度を含む多様性を尊重する条例を制定する

こと 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

(4) 啓発活動を強化すること 

(5) 電話相談の状況について 

５ 学校給食について 

(1) 全ての幼稚園で給食を実施すること 

(2) 所得制限なく無償化を実現すること 

(3) 異物混入の調査結果と抜本的な対策を講じること 

(4) 地産地消の観点から桑を使用した給食提供を拡大すること 

６ 当山小学校付近は道路の幅員も狭く車通りも多いことから、近隣

住民より児童・生徒や歩行者の安全確保を求める声が寄せられてい

ます。早急に安全対策を講じることについて 

７ 前回の消費税８％増税を契機に、実質家計消費は年25万円も落ち

込み、労働者の実質賃金も年10万円も低下しました。内閣府が発表

した景気動向指数が６年２カ月ぶりに悪化となり、政府自身も景気

悪化の可能性を認めざるを得なくなっています。消費税は低所得者

ほど負担が重い逆進的な税金であるうえに、今回は軽減税率の導入

など格差をいっそう拡大する内容です。社会保障などに必要な財源

は消費税に頼らず、経済の立て直しと大企業や高額所得者の適切な

負担で確保すべきであり消費税10％増税は中止するべきです。 

(1) 増税による市民、市財政への影響について 

(2) 市民の暮らしを守る立場で市長は増税を中止するよう国に求め

ること 

８ 今年の憲法記念日の世論調査では、憲法を変える機運が「高まっ

ていない」が 72％、９条を「変えない方がよい」が 64％と国民は

改憲を望んでいません。国民が求めてもいないのに改憲を強行する

のは、最悪の立憲主義破壊です。自民党案のとおり憲法９条に自衛

隊を書き込めば、戦力不保持・交戦権否認の規定が空文化・死文化

し、自衛隊が海外での戦争に参加することを可能にします。また、

「自衛隊の行動」は「法律で定める」としていることについて、法

律さえ通せば自衛隊の行動を無制限に拡大できるということにほか

なりません。日本国憲法の平和主義を全面破壊する安倍政権の改憲

に対する市長の見解について 

19 銘 苅 良 二  

１ 基地行政 

 (1) 西海岸開発について 

 (2) 牧港補給地区の跡地利用 

２ 福祉行政 

 (1) 国保財政の健全化 

 (2) 幼児教育・保育無償化について 

 (3) 貧困対策事業について 

３ 教育行政 

 (1) 幼児の送迎並びに児童・生徒の登下校時の安全体制 

 (2) 関係機関との連携 

４ 建設行政 

 (1) 伊祖グスク周辺の建物の高さ制限について 
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通告順・質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 

20 稲 嶺 伸 作  

１ 浦添市の観光と物産について 

(1) 昨年度からスタートした浦添市観光振興計画と産業振興ビジョ

ンは、８年計画の初年度を終えたが、ＰＤＣＡサイクルを踏ま

えて目標に対する実績と成果について伺う。 

(2) 本市観光協会の法人化に伴う今後の取り組み及びＤＭＯ認可取

得について伺う。 

(3) 今年度、市内の産業・インフラ環境が大きな転機を迎えるにあ

たり、本市の観光と物産における取り組みについて伺う。 

(4) 毎年、９月８日桑の日にちなんで開催している「うらそえ島桑

フェア＆浦添物産展」。今年度は会場をサンエー浦添西海岸Ｐ

ＡＲＣＯ ＣＩＴＹで開催できないか伺う。 

(5) 公民連携の視点から、サンエー浦添西海岸ＰＡＲＣＯ ＣＩＴ

Ｙ及びテナント出店事業者と連携した本市プロモーション、観

光、物産の取り組みについて伺う。 

(6) 文化庁が認定する日本遺産に、県・那覇市・浦添市が連盟で申

請を行い、「琉球王国時代から続く琉球料理と泡盛、芸能」が

選ばれた。今後、どのように活用していくのか伺う。 

(7) 日本遺産に認定されると国が観光ガイドの育成や多言語のホー

ムページ作成を支援するが、ちょうど今年度は更新年でもある

市ホームページの制作、また、プロモーションビデオの制作に

活用できないか伺う。 

(8) 浦添グスク公園内のトイレ設置について進捗状況を伺う。 

２ モノレールが開通する東部地区と大型商業施設が開業する西海岸

を結ぶ公共交通網について 

３ 来年開催を控える東京2020オリンピック・パラリンピックの機運

を高める取り組みについて 

(1) 青少年に夢と希望を与え、市民に誇りをもたらすような取り組

み、例えば、市内には55年前の東京オリンピックで聖火リレー

の走者を務めた方、今回出場を予定する選手がおり、広報うら

そえやイベントなどへの協力依頼ができないか伺う。 

４ 期日前投票所の設置について 

(1) 来月７月に予定される参議院選挙の期日前投票所の設置場所に

ついて伺う。特に６月27日に開業するサンエー浦添西海岸ＰＡ

ＲＣＯ ＣＩＴＹの設置に向けた進捗状況を伺う。 

５ 教育行政について 

(1) 今年度、県のＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）研究指定

校として、カーミージーを通じて環境学習を行える港川小学校

を推薦できないか。 

(2) 小中学校体育館の空調機設置について、総務省所管の「緊急防

災・減災事業債」が活用できないか前回の議会で伺ったが、進

捗状況を伺う。 
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21 田 畑 翔 吾  

１ 低所得世帯を対象に、高等教育機関の無償化をはかる、大学等修

学支援法が５月10日成立しました。安倍政権の「高等教育無償化」

は消費税増税が財源です。低所得者への支援といいながら、逆進性

が強い消費税を充てることに批判の声が上がっています。多くの報

道では「高等教育無償化法」と宣伝されていますが、年収270万円

未満の住民税非課税世帯とそれに準じる世帯のみで、学生全員が対

象ではありません。また、中間層も含めた奨学金返済に苦しむ学生

を支援する中身にはなっていないことも問題です。さらに政府は答

弁で、「支援法で学費は下がらない」と公言しています。現に、

2019年度入学者から約10万円もの「授業料値上げ」に踏み切る国立

大学が出てきており、この流れが他大学に波及する懸念がありま

す。奨学金という名を借りて利子までつける「学生ローン」ではな

く、誰もがお金の心配なく学べる環境を整える必要があります。返

済の要らない給付型奨学金を早期に実現することについて 

(1) 前回議会において部長は「次年度に向け安定的な運用と必要な

制度の拡充について取り組んでいる。」と答弁しました。進捗

を伺う。 

(2) 貸与生が奨学金を完済するためにどれだけの年数がかかってい

るのか伺う。 

２ 2020年４月、地方自治体で働く臨時・非常勤職員が「会計年度任

用職員制度」に移行します。国は「臨時・非常勤職員の待遇改善」

「非正規にも一時金」とプラスの面を強調していますが、総務省は

制度導入に当たって、現時点においても地方自治体への財源手当を

明確に示していません。法改定により、会計年度任用職員という最

長１年の短期契約公務員が法定化されることから、今後、労働条件

がどのように変化するのか不透明です。本市における非正規職員の

割合は、直近５年間で４割を超えています。日々、市民サービスに

携わっている全ての職員が安心して働ける環境を整備するのは本市

の重要な責務です。   

(1) 制度移行への進捗及び今後のスケジュールについて   

(2) 本市が独自に非正規職員に対し無期転換ルールを採用すること   

(3) 現状より正規・非正規全ての職員の賃金・労働条件の切り下げ

を行わないこと 

(4) 会計年度任用職員制度に対する市長の見解について 

３ 2017年度に病気休職した県内公立学校の教員は424人で、在職者

全体に占める割合は2.8％となり、全国平均の３倍を超え、2007年

度から11年連続で全国ワースト、また精神疾患による病休発生率も

全国ワーストとなっています。本市においても、小中学校ともに過

労死ラインを超える残業を行っている教職員が存在し、病休・精神

疾患による休職が発生しています。教職員の働き方が社会問題化す

る中、文部科学省が、いじめや学級崩壊への対応を理由とする場合

は「特別の事情」とみなし、月100時間を超えない範囲で残業を容

認することを決めました。教職員に対し過労死ライン超えの特例を

設けるのではなく、国が責任をもって予算をつけ教員をふやすべき
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です。教職員の多忙化をなくすことについて 

(1) 直近３カ月間における、過労死ライン月80時間を超える残業を

行っている教職員の割合について   

(2) 直近３カ月間における、健康障害リスクを伴う月45時間を超え

る残業を行っている教職員の割合について   

(3) 直近３カ月間における、公立小中学校教職員の最長の勤務時間

について   

(4) 学校業務改善計画の進捗状況について    

(5) 休憩時間「45分休憩」の取得徹底について 

(6) 勤務時間外における留守番電話対応について 

(7) 広報うらそえにおいて本市の教職員の働き方の実態を周知する

ことについて 

４ 浦添市社会福祉協議会は、地域支え合い体制の構築を初めとする

共生社会の実現に向け、その中核的な役割を担っています。しか

し、財政面での厳しさから毎年基金の取り崩しが行われ、１、２年

先が見通せない状況となっています。市民と行政を繋ぐ重要な役割

を担っている社協に対し、浦添市の積極的な関与が求められていま

す。   

(1) 前回議会において、社会福祉協議会運営補助金交付要綱の制定

について質問した際、「他市の状況を踏まえながら調査研究し

てまいりたい。」との答弁がありました。進捗を伺う。 

(2) 一般管理費及び補助金の増額を行うこと 

(3) コミュニティソーシャルワーカーの正規化について   

(4) 職員の雇用確保のために人件費補助を行うことについて   

５ 建設業退職金共済制度は、雇用している労働者に対して働いた日

数分の証紙を共済手帳に張ることによって退職金の掛け金が加算さ

れていき、その労働者が退職金を請求した際に建退共事業本部から

退職金が支給されるという、建設業の就労実態に合わせた退職金制

度です。しかし、前回議会において、「全ての労働者の証紙貼付履

行確認について苦慮している。」「共済手帳を持っていない作業員

もいると聞いている。」との答弁があり、実態に即した運用が出来

ていない懸念があります。本市における建退共制度について 

(1) 下請けによる建退共証紙の辞退届の提出の有無について  

(2) 前回議会において、「証紙は元請けから下請けに引き渡されて

いることを検査の中で確認している。」との答弁がありました

が、今後、作業員に対して共済手帳への証紙貼付確認をどのよ

うに行っていくのか伺う。 

６ 中学卒業まで所得制限なくこども医療費の窓口完全無料化を実現

することについて   

７ 高すぎて払いたくても払えない国民健康保険税を引き下げて誰も

が安心して病院に行けるようにすることについて 

(1) 国保税を引き下げるため、これからも政策的繰り入れを行うこ

と 

(2) 全国知事会は、１兆円の公費負担増を政府に要望しました。浦

添市も政府に公費負担の増額を求めて、平等割や子どもが多く
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なるほど負担がふえる均等割を廃止することについて 

(3) 県が保険税を統一化した場合、浦添市の保険税はどうなるの

か。 

22 新 垣 有 太  

１ 那覇軍港浦添移設問題について、県知事及び那覇市長との３者会

談の実施状況等について伺う。 

２ 待機児童問題の現状等について 

 (1) 保育園の待機児童状況等について、本市全体の状況と当山小学

校区域の状況について伺う。 

 (2) 学童の待機児童状況等について、本市全体の状況と当山小学校

区域の状況について伺う。 

 (3) 本市における保育士、学童指導員、認定こども園の職員等の処

遇について伺う。 

 (4) 認定こども園及び幼稚園との関連性並びに入園状況等について

伺う。 

３ 子どもの貧困（孤立）問題について 

 (1) 子どもの貧困（孤立）に関する各種指標の公表について伺う。 

 (2) 子どもの貧困（孤立）対策の中間評価を浦添市てだこ未来応援

協議会にて協議していく予定とされているが、その後の進捗状

況について伺う。 

 (3) 浦添市子ども・子育て支援事業計画、第３次てだこ親子プラン

の次期計画策定に向けて行っているニーズ調査の項目に子ども

の貧困対策についても新たに加えられた。調査の進捗状況等に

ついて伺う。 

 (4) てだこ未来応援員の学校との連携について伺う。 

４ 児童虐待防止対策の強化について伺う。 

５ ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）配置事業について 

 (1) 2019年度の新体制の状況について伺う。 

 (2) ＣＳＷ配置事業等について実施主体である社会福祉協議会に対

して雇用体制や事業内容について指導できるような体制づくり

が必要ではないかと指摘をした。その後の検討状況を伺う。 

６ 地元企業優先発注について、本市が発行する印刷物について現在

の発注状況等を伺う。 

７ 指定管理者制度について 

 (1) 除草剤散布問題発生後の対策及び制度見直し等の進捗状況につ

いて伺う。 

 (2) ＡＮＡ ＳＰＯＲＴＳ ＰＡＲＫ浦添の指定管理者変更後の影響

について伺う。 

８ ふるさと納税について 

 (1) 2018年度の寄附状況の結果と対前年比及び増減理由等について

伺う。 

 (2) 2019年６月から新制度へ移行することに伴う浦添市への影響等

について伺う。 
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９ キャンプ・キンザーの土地先行取得事業の進捗状況について伺

う。 

10 てだこ浦西駅周辺整備の進捗状況について伺う。 

11 西原児童センター敷地内の遊具等（すべり台）の補修に向けた進

捗状況について伺う。 

12 西原児童センター付近で人身事故が発生した。事故の詳細と防止

対策について伺う。 

13 浦添市スポーツ協会が加盟する県体育協会への加盟団体負担金の

財源不足問題について伺う。 

23 大 城   翼 １ サンエー浦添西海岸ＰＡＲＣＯ ＣＩＴＹ開業に伴う交通対策に

ついて 

２ 歩行者安全対策としてのハンプ設置について 

３ 熱中症対策として小・中学校へのミストシャワー設置について 

４ 中学校制服等のリサイクル活動について 

５ 学習指導要領改訂に伴う本市の教育のあり方について 

６ 若年妊婦支援施設の設置について 

７ 本市における国保税の現状と今後について 

８ ＡＮＡ ＳＰＯＲＴＳ ＰＡＲＫ浦添の整備計画について 

９ 浦添市観光活性化に向けたＤＭＯ設立について 

24 真栄城 玄 誠  

１ 分散型エネルギー事業の取り組みについて 

２ 内間西公園に屋外ステージを設置することについて 

３ 新聞報道等による本市職員の不適切な行為について 

25 又 吉 謙 一  

１ 西海岸開発の進捗状況について 

２ てだこ浦西駅周辺整備の進捗状況について 

３ 市道及び生活道路においての歩行者及び車両に対する安全対策の

考え方について 

                             以 上 


